
そ
う
だ
　

上
海
万
博
、行
こ
う

初
め
て
都
市
を
テ
ー
マ
に
開
催
本年５月から

中国２０１０年上海万国博覧会

万博豆知識

中国国家観光局

愛知県の主婦が入手

日本第１号入場券

週　　刊　観　　光　　経　　済　　新　　聞（１３） 第２５４５号第３種郵便物認可２０１０年（平成２２年）１月５日（火曜日）

　
本
年
５
月
欷
中
国
上
海
市
で欹
中
国
２
０
１
０
年
上
海
万
国
博
覧
会
飮
が
開
か
れ
る
盜

初
め
て
都
市
を
テ
欟
マ
に
し
た
こ
の
万
博
は
欷
万
博
史
上
最
大
規
模
の
面
積
欷
パ
ビ
リ

オ
ン
欷
イ
ベ
ン
ト
数
を
予
定
し
て
い
る
盜
目
標
入
場
者
数
も
過
去
最
多
だ
檸
た
大
阪
万

博
の
６
千
４
百
万
人
を
上
回
る
７
千
万
人
盜
万
博
は
観
光
業
界
に
と
檸
て
も
ビ
蘖
グ
イ

ベ
ン
ト
盜
４
カ
月
後
に
開
幕
を
控
え
た
上
海
万
博
の
概
要
と
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
盜

日本館 中国館

　万博とは、国際博覧会条約（BIE条約）にもとづい
て行われる、複数の国々が参加する「国際博覧会（Un
iversal Exposition）」のこと。「万国博覧会」とも
呼ばれ、略して「万博」。「EXPO」「エキスポ」
「エクスポ」などとも表記される。

　第１回は涅涸涵涅年のロンドン万博。涅涸淇淦年のパリ万博
には、幕府と薩摩藩、佐賀藩が出品、参加した。フラ

ンス革命涅濤濤周年の涅涸涸淆年に開かれたパリ万博ではエ
ッフェル塔が建設され、エジソンの白熱電球で初の夜

間照明が行われた。

　涅淆淦濤年の大阪万博の総入場者数は約淇渊淹淹万人で万博
史上最多。淹濤濤涵年愛知万博（愛・地球博）の総入場者
数は約淹淹濤渊万人だった。上海万博は総入場者数淦濤濤濤万
人を目標に掲げている。

シンボルマーク

名称
　淹濤涅濤年上海国際博覧会（EXPO淹濤涅濤 Shanghai, Chi

na）
テーマ
　より良い都市、より良い生活（Better City, Better L

ife）
サブテーマ
　「都市多元文化の融合」「都市経済の繁栄」「都市

科学技術の革新」「都市コミュニティーの再生」

「都市と農村の対話」

開催機関
　淹濤涅濤年５月１日（土）～涅濤月渕涅日（日）の涅涸渊日間
参加国等
　合計淹濤濤以上の国・国際機関
目標入場者数
　７千万人（１日あたり平均約渊濤万人、万博史上最大）
開催場所
　上海市都心部。南浦大橋から慮浦大橋までの黄浦江

両岸地区。長さ涸．渕逢唖、面積涵．淹涸平方逢唖のエリ
ア（愛知万博の約２倍）

交通
　市内と空港をリニアモーターカーが結んでいる。最

高時速は渕濤濤逢唖で世界最速のリニア。
上海と日本との関係
　上海市は横浜市、大阪府、大阪市などと友好都市を

結んでいる。約渊涸，濤濤濤人の在留邦人がいる。日系企
業も約渊，涵濤濤社が進出。世界で最も日本人とゆかり
が深い都市の一つ。

マスコット　　

　漢字の「世」と数字の「淹濤涅濤」からデザイン。３人
の家族が肩を寄せ合って笑っているよ

うに見える。幸せにあふれ手をとりあ

って楽しみを分かち合う家族、人類を

表している。緑色で豊かな生命力、向

上発展する動感を表現。

　名前は海宝（ハイバオ）。中国語で「世界の宝」を

意味する「四海之宝」という言葉が名

前の由来。漢字の「人」からデザイン。

海の色である水色は、海を通じて世界

中とつながっていることを表してい

る。

上海万博公式ホームページ（日本語版）
　http:/ / jp.expo2010.cn/

山田さん（左）と福原選手
（中央）、本保長官（右）

　
来
年
５
月
に
始
ま
る
上
海
万

博
歉
中
国
２
０
１
０
年
上
海
万

国
博
覧
会
歐
の
告
知
・
宣
伝
イ

ベ
ン
ト欹
上
海
万
博
ウ
檪
欟
ク
飮

の
開
幕
式
が
瀲
日
欷
東
京
の
六

本
木
ヒ
ル
ズ
ア
カ
デ
ミ
欟
ヒ
ル

ズ
・
タ
ワ
欟
ホ
欟
ル
で
開
か
れ
欷

日
本
国
内
の
第
１
号
入
場
券

が
欷
日
本
市
民
代
表
の
山
田
外

美
代
さ
ん
歉
爛
歐
と
本
保
芳
明

観
光
長
長
官
に
欷
揚
雄
・
上
海

市
常
務
副
市
長
か
ら
贈
ら
れ

た
盜

　
山
田
さ
ん
は
愛
知
県
瀬
戸
市

の
主
婦
盜
前
回
の
万
博
で
あ
る

潴
年
の
愛
知
万
博
歉
愛
・
地
球

博
歐
に
２
４
３
回
と
い
う
入
場

記
録
を
持
つ
盜
山
田
さ
ん
は

欹
両
万
博
が
掲
げ
る
歡
環
境
歸

と
い
う
テ
欟
マ
に
深
く
賛
同
し

て
い
る
盜
来
年
は
上
海
に
長
期

滞
在
し
て
ま
た
通
い
詰
め
た

い
飮
と
喜
び
と
抱
負
を
語
檸
た
盜

　
贈
呈
式
に
は
欷
上
海
万
博
入

場
券
の
日
本
地
区
公
式
総
代
理

店
と
な
檸
て
い
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
田

川
博
己
社
長
と
欷
上
海
万
博
日

本
プ
ロ
モ
欟
シ
欖
ン
イ
メ
欟
ジ

大
使
の
福
原
愛
さ
ん
も
駆
け
つ

け
欷
祝
辞
と
上
海
万
博
へ
の
期

待
を
述
べ
た
盜

　
贈
呈
式
に
先
立
つ
開
幕
式
に

は
欷
福
田
康
夫
前
首
相
も
出
席
盜

欹
景
気
の
悪
い
こ
の
時
期
に
万

博
と
い
う
明
る
い
話
題
の
意
義

は
大
き
い
盜
来
年
の
５
月
に
は

世
界
経
済
き
檸
と
上
向
い
て
い

る
こ
と
で
し
櫞
う
飮
と
エ
欟
ル

を
贈
檸
た
盜

　
上
海
万
博
は
２
０
１
０
年
５

月
１
日
か
ら
瀾
月
煕
日
ま
で
の

１
８
４
日
間
開
か
れ
る
盜
会
場

面
積
は
３
２
８
吋
盜
こ
れ
は
愛

知
万
博
の
森
林
部
分
を
除
い
た

面
積
の
約
４
倍
に
あ
た
る
盜
２

０
０
の
国
と
国
際
機
関
か
ら
の

参
加
・
出
展
を
予
定
盜
会
期
中

の
目
標
総
入
場
者
数
を
７
千
万

人
と
し
て
い
る
盜
こ
の
う
ち
５

％
に
あ
た
る
３
５
０
万
人
を
日

本
人
な
ど
外
国
人
旅
行
客
で
集

客
す
る
計
画
だ
盜

　
日
本
で
の
一
般
向
け
入
場
券

は
７
月
１
日
に
販
売
開
始
す

る
盜
歇
観
光
経
済
新
聞
瀰
年
４

月
炬
日
号
掲
載
記
事
歃

■東京
〒涅濤涵－濤濤濤涅　東京都港区虎ノ門２－５－２

エアチャイナビル８階

ＴＥＬ濤渕－渕涵淆涅－涸淇涸淇　ＦＡＸ濤渕－渕涵淆涅－淇涸涸淇
ホームページ　http:/ /www.cnta.jp/

■大阪
〒涵涵淇－濤濤涅淦　大阪府大阪市浪速区湊町１－４－１

ＯＣＡＴビル４階

ＴＥＬ濤淇－淇淇渕涵－渕淹涸濤　ＦＡＸ濤淇－淇淇渕涵－渕淹涸涅
ホームページ　http:/ /www.cnta-osaka.jp/

ロシア館 カナダ館 シンガポール館 韓国館インド館

万博センター

テーマ館

中
国
館

　
中
国
館
は
万
博
会
場
の
中

心
エ
リ
ア
に
あ
る
盜
建
築
テ

欟
マ
は
欹
東
方
の
冠
飮
盜

　
設
計
理
念
は欹
東
方
の
冠
欷

鼎
盛
中
華
欷
天
下
糧
倉
欷
富

庶
百
姓
歉
東
方
の
大
国
欷
盛

期
の
中
華
欷
天
下
の
穀
倉
欷

豊
か
な
人
々
歐
飮
と
い
う
も

の
盜
炯
文
字
に
中
国
文
化
の

深
い
含
蓄
が
込
め
ら
れ
て
い

る
盜

　
中
国
館
は
国
家
館
歉
中
国

政
府
館
歐
欷
地
方
館
歉
省
・

市
共
同
館
歐
欷
香
港
・
台
湾

・
マ
カ
オ
館
の
３
つ
か
ら
な

る
盜
そ
れ
ら
の
空
間
配
置
と

方
向
は
欷
東
洋
哲
学
の欹
天
飮

と
欹
地
飮
に
対
す
る
解
釈
を

具
現
化
し
た
も
の
だ
盜

　
国
家
館
は
欹
天
飮
盜
彫
刻

感
に
富
む
中
心
部
分
欹
東
方

の
冠
飮
が
中
央
に
そ
び
え
立

つ
盜
地
方
館
は
欹
地
飮
盜
国

家
館
の
基
に
土
台
の
ご
と
く

配
置
さ
れ
欷
渾
然
一
体
と
な

檸
て
い
る
盜

　
落
ち
着
い
た
伝
統
色
欹
故

宮
赤
飮
を
メ
イ
ン
カ
ラ
欟
に

使
用
し
た
国
家
館
の
外
観

は
欷
東
方
の
冠
盜
幾
層
も
の

重
な
り
が
天
に
昇
る
ほ
ど
少

し
ず
つ
突
き
出
す
盜
中
国
伝

統
建
築
手
法
の
一
つ
欹
斗
拱

歉
と
き
櫞
う
歐
飮
を
取
り
入

れ
て
い
る
盜
高
さ
は
爬
陰
盜

猊
本
の
梁
で
支
え
て
い
る
盜

中
国
館
の
ラ
ン
ド
マ
欟
ク

だ
盜

　
国
家
館
の
基
に
配
置
さ

れ
欷
各
種
展
示
欷
イ
ベ
ン
ト

の
舞
台
を
提
供
す
る
の
が
地

方
館
盜
高
さ
は
灣
陰
盜
地
方

館
は
階
段
式
の
歩
道
や
園
林

で
周
囲
の
環
境
と
巧
み
に
つ

な
げ
ら
れ
て
い
る
盜
こ
こ
に

も
中
国
伝
統
建
築
の
要
素
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
盜
回

廊
の
外
壁
に
は欹
疊
篆
文
字
飮

で
中
国
の
歴
代
王
朝
の
名
称

煢
文
字
を
刻
み
込
み
欷
悠
久

の
歴
史
と
文
化
を
象
徴
さ
せ

て
い
る
盜
回
廊
の
内
側
に
は
欷

中
国
の
各
省
欷
市
欷
自
治
区

の
名
称
を
刻
み
欷
広
大
で
豊

か
な
国
土
と
各
地
域
間
の
結

束
と
進
取
を
表
す
盜

　
万
博
終
了
後
欷
国
家
館
は

中
華
の
歴
史
欷
文
化
欷
芸
術

を
展
示
す
る
基
地
と
し
て
使

用
盜
ま
た
地
方
館
は
一
般
展

示
場
や
展
覧
館
と
し
て
使
わ

れ
る
盜

日
本
館

　
愛
称
は
欹
紫
蚕
島
歉
か
い

こ
じ
ま
歐
飮
盜
蚕
は
い
つ
か

高
貴
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ
る

と
い
う
意
味
で
中
国
で
は
不

老
不
死
の
象
徴
と
も
な
檸
て

い
る
盜

　
日
本
館
の
出
展
メ
蘖
セ
欟

ジ
は
欹
つ
な
が
ろ
う
！
調
和

の
と
れ
た
未
来
の
た
め
に
飮盜

日
本
と
中
国
欷
そ
し
て
世
界

が
つ
な
が
檸
て
い
く
こ
と
を

体
験
で
き
る
構
成
と
な
る
盜

つ
な
が
り
を
中
心
と
し
た
メ

蘖
セ
欟
ジ
を
子
ど
も
か
ら
年

配
者
ま
で
容
易
に
理
解
し
欷

親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
欷
漫
画
欷
ロ
ボ

蘖
ト
欷
Ｃ
Ｇ
歉
コ
ン
ピ
欒
欟

タ
グ
ラ
フ
檪
蘖
ク
ス
歐
欷
ミ

欒
欟
ジ
カ
ル
な
ど
多
彩
な
展

示
方
法
を
活
用
す
る
盜

　
展
示
ゾ
欟
ン
は
３
つ
盜

　
ゾ
欟
ン
１
の
テ
欟
マ
は

欹
つ
な
が
り
の
驚
き
飮
盜
か

つ
て
欹
情
報
飮
は
長
い
時
間

と
苦
労
に
よ
檸
て
距
離
を
超

え
欷
伝
播
欷
共
有
さ
れ
た
盜

遣
唐
使
を
は
じ
め
と
し
た
先

人
達
が
苦
労
の
末
に
伝
え
た

中
国
の
文
化
や
技
術
が
欷
今

日
の
日
本
に
様
々
な
形
で
根

付
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て

も
ら
う
盜

　
ゾ
欟
ン
２
の
テ
欟
マ
は

欹
歡
知
の
つ
な
が
り
歸
か
ら

歡
心
の
つ
な
が
り
歸
へ
飮
盜

人
類
は
国
境
を
越
え
欷
環
境

問
題
な
ど
の
共
通
の
課
題
に

直
面
盜
そ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
技
術
や
欷
心

の
つ
な
が
る
未
来
志
向
の
取

り
組
み
が
大
輪
の
花
に
開
花

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ

き
か
を
問
い
か
け
る
盜

　
ゾ
欟
ン
３
の
テ
欟
マ
は

欹
歡
心
の
つ
な
が
り
歸
と
未

来
の
調
和
飮盜
地
球
や
人
類
欷

未
来
の
子
ど
も
た
ち
を
思
い

や
る
心
が
つ
な
が
る
こ
と

で
欷
小
さ
な
取
り
組
み
が
や

が
て
は
調
和
の
と
れ
た
未
来

を
実
現
す
る
盜
大
き
な
効
果

を
生
む
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
メ
蘖
セ
欟
ジ
を
描
き
だ

す
盜
日
本
と
中
国
の
友
好
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
欷
自
然
保

護
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
ト
キ
を
モ
チ
欟
フ
に
シ
欖

欟
を
展
開
す
る
盜

万
博
演
芸

セ
ン
タ
欟

　
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
よ
う
な
外
観
盜

万
博
パ
フ
櫻
欟
マ
ン
ス
・
セ

ン
タ
欟
と
も
呼
ば
れ
る
施

設
盜
場
所
は
浦
東
会
場
エ
リ

ア
の
北
端
欷
万
博
ロ
欟
ド
の

東
側
盜
黄
浦
江
に
面
し
て
い

る
盜

　
内
部
に
は
大
型
中
央
舞
台

を
中
心
と
し
た
１
万
８
千
席

の
観
客
席
を
持
つ
大
型
多
機

能
室
内
演
芸
場
と
欷
関
係
付

属
施
設
が
あ
る
盜
演
出
や
観

客
席
に
応
じ
て
舞
台
と
観
客

席
の
形
を
変
え
る
こ
と
が
可

能
盜
３
６
０
度
の
空
間
の
中

で
立
体
的
な
組
み
合
わ
せ
が

で
き
る
盜

万
博
セ
ン
タ
欟

　
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
中

で
最
も
重
要
な
も
の
の
一

つ
盜
万
博
開
催
期
間
中
に
は
欷

万
博
式
典
・
会
議
セ
ン
タ
欟
欷

プ
レ
ス
セ
ン
タ
欟
欷
フ
櫻
欟

ラ
ム
活
動
セ
ン
タ
欟
な
ど
の

機
能
を
も
つ
盜

　
万
博
閉
会
後
は
国
際
会
議

セ
ン
タ
欟
と
し
て
使
わ
れ

る
盜
川
岸
の
緑
地
内
に
立
地
盜

テ
欟
マ
館

　
欹
都
市
の
住
人
飮
欹
都
市

生
命
飮
欹
ア
欟
バ
ン
・
プ
ラ

ネ
蘖
ト
飮
の
３
大
テ
欟
マ
で

展
示
を
行
う
パ
ビ
リ
オ
ン
施

設
盜

　
独
特
の
立
体
建
築
構
造

は
欷
欹
里
弄
歉
上
海
特
有
の

路
地
歐
飮
と
欹
老
虎
窓
歉
天

窓
歐
飮
か
ら
着
想
を
得
て
欷

欹
折
り
紙
の
手
法
で
２
次

元
欷
３
次
元
空
間
を
表
現
し

た
も
の
飮
と
い
う
盜

万博会場の中心部

万博演芸センター

http://www.cnta.jp/
http://jp.expo2010.cn/
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